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西東京市

一般質問（3）

市道と交差する調布保谷線（下保谷 1丁目）田無第四中学校

たかちゃん（東町在住）の作品

鉄
道
連
続
立
体
交
差
化
、
調
布
保
谷
線
、

ご
み
問
題
な
ど
市
長
は
ま
ず
行
動
を
！

浅
野
　
髙
司
（
自
民
・
無
）

質
問
　
参
議
院
で
の
民
主
党
と

野
党
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
法
案
可
決
に
よ
り
西
東

京
市
が
受
け
る
影
響
は
。

市
長
　
約
６
億
円
の
負
担
増
。

国
民
的
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

質
問
　
議
員
報
酬
受
取
拒
否
に

よ
り
、
市
長
が
報
酬
を
法
務
局

に
供
託
し
た
こ
と
で
、
議
員
の

生
活
・
政
治
活
動
が
で
き
な
い

と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
供
託

金
を
受
け
取
る
た
め
の
手
続
は
。

市
長
　
議
員
が
法
務
局
に
手
続

を
す
れ
ば
い
つ
で
も
受
取
可
能
。

質
問
　
西
武
池
袋
線
鉄
道
連
続

立
体
交
差
化
に
つ
い
て
、
大
泉

学
園
駅
に
向
け
事
業
が
進
捗
し

て
い
る
。
次
は
保
谷
駅
、
ひ
ば

り
ヶ
丘
駅
だ
が
、
都
に
よ
る
と

西
東
京
市
か
ら
の
声
が
聞
こ
え

な
い
と
聞
く
。
市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
広
域
行
政
圏
で
勉
強
中
。

質
問
　
調
布
保
谷
線
に
よ
り
40

本
以
上
の
生
活
道
路
が
分
断
さ

れ
、
住
民
は
不
安
と
聞
く
が
。

市
長
　
都
に
早
急
な
情
報
提
供

を
求
め
、
市
民
生
活
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

質
問
　
23
区
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
燃
や
し
て
い
る
。C
O
2
排

出
量
を
専
門
家
に
試
算
し
て
も

ら
い
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
提
言
・
意
見
と
し
た
い
。

質
問
　
物
価
高
騰
を
受
け
給
食

費
は
維
持
で
き
る
の
か
。
未
納

は
大
丈
夫
か
。
ま
た
、
地
場
野

菜
の
使
用
に
対
す
る
考
え
方
、

青
嵐
中
の
給
食
調
理
方
式
は
。

教
育
長
　
関
係
機
関
で
協
議
、

検
討
を
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
に
！

こ
の
世
論
に
応
え
る
こ
と
を
求
め
る

藤
岡
　
智
明
（
共
産
）

質
問
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
国
民
負
担
も
高
齢
者
へ
の
差

別
医
療
も
時
が
た
つ
ほ
ど
ひ
ど

く
な
っ
て
い
く
仕
組
み
だ
。
マ

ス
コ
ミ
世
論
調
査
で
は
７
割
が

反
対
。
参
議
院
で
は
野
党
４
党

の
廃
止
法
案
が
可
決
・
廃
止
し

か
な
い
と
い
う
世
論
の
広
が
り

を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

国
に
対
し
て
廃
止
を
求
め
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長
　
大
き
な
課
題
が
あ
る
こ

と
は
指
摘
の
と
お
り
だ
。
高
齢

者
の
皆
様
の
意
見
を
伺
う
た
び

に
、
心
の
痛
む
思
い
が
す
る
。

市
と
し
て
、
負
担
増
に
な
ら
な

い
よ
う
、
国
・
都
に
対
し
て
さ

ら
に
要
望
す
る
。
廃
止
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
律
が

で
き
た
以
上
は
慎
重
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

質
問
　
介
護
保
険
に
つ
い
て
市

実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
介

護
費
用
負
担
軽
減
を
求
め
る
回

答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

高
齢
者
は
医
療
、
介
護
、
年
金

の
改
悪
で
暮
ら
し
は
大
変
だ
。

介
護
保
険
料
、
利
用
料
の
市
独

自
の
減
免
制
度
創
設
を
求
め
る
。

市
長
　
保
険
料
は
所
得
区
分
の

８
段
階
設
定
（
国
標
準
は
６
段

階
）
に
よ
り
低
所
得
者
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
。
保
険
料
軽
減
、

利
用
料
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、

国
の
責
任
で
実
施
し
て
い
く
よ

う
要
望
し
て
い
く
。
低
所
得
者

対
策
は
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
（
今
年
度
策
定
）
に
向
け

て
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で

議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

介
助
員
制
度
の
強
化
・
充
実
を
！

納
田
　
さ
お
り
（
無
所
属
）

戦
後
、
復
興
に
貢
献
さ
れ
た
高
齢
者
や

心
悩
め
る
子
ら
の
た
め
に

小
峰
　
和
美
（
自
民
・
無
）

質
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
主
要
事
業
で
あ
る
要
支
援

の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

に
つ
い
て
、
各
セ
ン
タ
ー
間
で

格
差
が
生
じ
な
い
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

答
弁
　
外
部
の
専
門
家
も
含
む

運
営
協
議
会
が
あ
り
、
中
立
的

な
立
場
か
ら
介
護
予
防
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
等
各
事
業
の
円
滑
・

適
正
・
公
正
な
運
営
に
つ
い
て

検
証
を
行
う
。

質
問
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

創
設
な
ど
社
会
保
障
制
度
全
般

の
改
正
が
目
ま
ぐ
る
し
い
。
そ

こ
で
高
齢
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
　
担
当
部
署
へ
の
直
通
電

話
は
導
入
済
み
。
窓
口
の
一
本

化
は
、
人
員
確
保
等
課
題
が
あ

り
、
早
急
な
対
応
は
困
難
だ
が
、

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

質
問
　
介
助
員
制
度
に
つ
い
て

地
方
財
政
措
置
さ
れ
て
い
る
国

の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
制
度

と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
利
用
時

間
の
拡
大
等
の
各
種
課
題
が
解

決
さ
れ
る
と
思
う
が
、
検
証
は
。

答
弁
　
両
制
度
の
関
係
を
整
理

し
、
問
題
課
題
を
検
証
し
た
い
。

一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
の
教

育
ニ
ー
ズ
を
考
え
た
い
。

要
望
　
東
大
農
場
の
キ
ャ
ン
パ

ス
計
画
に
つ
い
て
、
市
が
一
帯

の
ま
ち
づ
く
り
に
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
早
急
に

庁
内
横
断
検
討
組
織
を
立
ち
上

げ
、
市
民
・
議
会
に
対
す
る
情

報
提
供
に
努
め
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

条
例
制
定
に
疑
問

鈴
木
　
久
幸
（
自
民
・
無
）

格
差
と
貧
困
の
広
が
り
の
中
、

子
育
て
・
青
年
支
援
を
求
め
る

保
谷 

　
清
子
（
共
産
）

質
問
　
子
ど
も
は
親
の
庇
護
の

も
と
で
成
長
す
る
も
の
で
あ
り
、

親
の
思
想
や
生
き
方
が
範
と
な

り
健
全
に
生
き
て
い
け
る
と
思

う
。
だ
が
現
実
に
は
虐
待
や
放

任
、
そ
し
て
養
育
を
放
棄
し
て

し
ま
う
親
が
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
こ
れ
は
親
の
資
質
の

問
題
で
、
殊
さ
ら
子
ど
も
の
権

利
条
約
を
前
面
に
出
す
こ
と
で

は
な
い
と
思
う
が
、
市
は
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
、
考
え
る
の
か
。

答
弁
　
自
治
体
に
お
け
る
条
例

は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
内

容
を
地
域
で
実
現
す
る
た
め
の

仕
組
み
と
し
て
、
地
域
の
子
ど

も
と
大
人
が
確
認
し
、
つ
く
り

上
げ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

意
見
　
子
ど
も
の
権
利
は
、
大

人
に
守
ら
れ
、
ま
た
大
人
に
よ

っ
て
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
の

が
現
実
で
あ
る
。
子
ど
も
の
権

利
を
守
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

権
利
に
関
す
る
条
例
を
つ
く
る

こ
と
で
は
な
く
、
親
の
義
務
を

前
面
に
押
し
出
し
、
守
ら
せ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
子

ど
も
の
権
利
を
大
切
に
す
る
な

ら
ば
、
親
の
責
務
を
果
た
さ
せ

る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
た
も
の

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
子
ど
も
は
親
の
庇
護
の
も

と
で
育
ち
、
堂
々
と
生
き
て
い

け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ

が
大
事
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
に
代

表
さ
れ
る
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
る

親
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

真
の
意
味
で
子
ど
も
の
権
利
が

守
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

質
問
　
妊
婦
無
料
健
診
の
助
産

院
へ
の
拡
充
を
求
め
る
。

答
弁
　
検
討
を
し
て
い
く
。

質
問
　
保
育
園
の
待
機
児
解
消

に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
認
可
保
育
所
建
て
替
え

で
入
所
枠
を
拡
大
、
認
証
保
育

所
等
の
活
用
で
解
消
を
図
る
。

意
見
　
認
可
保
育
所
の
計
画
的

な
建
設
を
提
案
す
る
。

教
育
条
件
の
整
備
を

質
問
　
中
学
校
給
食
の
進
捗
状

況
は
。

答
弁
　
後
期
基
本
計
画
策
定
の

進
捗
に
あ
わ
せ
検
討
す
る
。

質
問
　
中
学
校
障
害
生
徒
の
固

定
学
級
は
現
在
２
校
で
、
遠
距

離
通
学
と
な
っ
て
い
る
。
増
設

と
通
学
バ
ス
の
運
行
を
求
め
る
。

答
弁
　
教
室
設
備
は
充
足
し
て

い
る
。
通
学
バ
ス
は
検
討
課
題

と
し
た
い
。

質
問
　
子
育
て
世
帯
の
貧
困
率

が
高
い
。
就
学
援
助
制
度
の
認

定
基
準
引
き
上
げ
、
卒
業
ア
ル

バ
ム
代
の
全
児
童
・
生
徒
へ
の

補
助
実
施
を
。

答
弁
　
当
面
は
今
の
基
準
を
維

持
す
る
。

質
問
　
田
無
第
四
中
・
柳
沢
小
・

柳
沢
中
で
行
っ
て
い
る
２
学
期

制
の
試
行
は
、
保
護
者
や
教
職

員
の
十
分
な
論
議
が
必
要
。

答
弁
　
丁
寧
な
事
情
聴
取
を
し

て
い
き
た
い
。

質
問
　
青
年
労
働
者
の
実
態
調

査
と
労
働
法
制
学
習
会
等
の
支

援
を
求
め
る
。

答
弁
　
就
職
活
動
基
本
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
予
定
だ
。
　

質
問
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
始
ま
っ
て
２
カ
月
過
ぎ
、
負

担
の
変
化
や
不
満
の
声
を
聞
く
。

答
弁
　
市
長
会
を
通
し
知
事
へ

の
直
接
折
衝
、
厚
生
労
働
大
臣

に
直
接
の
要
望
等
で
戦
後
の
復

興
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
た
高
齢

者
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う

に
要
望
す
る
（
同
趣
旨
の
質
問

内
容
か
ら
）。

質
問
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
、
内
臓
脂
肪
症
候
群
の

予
防
に
特
定
健
診
、
特
定
保
健

指
導
で
検
診
率
ア
ッ
プ
は
。

答
弁
　
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

向
け
、
40
歳
以
上
か
ら
市
内
の

医
療
機
関
で
都
合
の
よ
い
日
に

健
診
で
き
る
個
別
健
診
と
し
た
。

質
問
　
学
校
区
の
見
直
し
は
。

答
弁
　
旧
市
境
を
越
え
る
向
台

地
区
の
通
学
区
域
の
見
直
し
は

早
急
の
課
題
で
あ
り
、
学
校
の

統
廃
合
や
適
正
規
模
、
適
正
配

置
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
同
趣

旨
の
質
問
内
容
か
ら
）。

質
問
　
運
動
会
等
学
校
行
事
は

土
曜
日
、
日
曜
日
開
催
を
。

答
弁
　
雨
天
の
場
合
も
休
日
に

順
延
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

質
問
　
不
登
校
や
心
悩
め
る
児

童
に
対
し
て
教
員
、
教
育
委
員

会
に*

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
。

答
弁
　
既
に
授
業
の
改
善
、
教

員
の
資
質
、
能
力
開
発
、
育
成

に
導
入
し
て
い
る
が
、
保
護
者

や
地
域
、
住
民
な
ど
が
学
校
評

価
を
行
う
外
部
評
価
を
取
り
入

れ
る
な
ど
積
極
的
に
活
用
し
、

学
校
改
善
や
教
員
の
資
質
の
向

上
を
推
進
し
て
い
く
。


